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記号の意味は次の通りである。 Yは国民所得， wiは労働者階級i( i =l,・・, 
n -1）が取得する賃金所得， Gは資本家階級 i( i =I，…， n）が取得する
利潤所得， Sは総貯蓄， Sw；は労働者階級iが賃金所得から貯蓄するときの貯蓄
性向， Sciは資本家階級iが利潤所得から貯蓄するときの貯蓄性向， Wは賃金所
得， fは貨幣賃金率， Nは労働投入量ないし労働需要量， Gは利潤所得， Iは
総投資， Kは資本ストック， Kiは両階級特に資本家階級tが所有する資本スト
ック， Siは両階級iの貯蓄である。
(1）は国民所得が労働者階級t( i =I，…， n -1）が取得する賃金所得と資









K；を決K, G, s, S, G, 7個の変数w,.この η階級長期分配モデルは，






wn-1 Hl. G n Ci 
S = -,J; Sw一_1__十一－,J; Sc一一Y i=l wi W Y i=l vi G 
利潤分配率与は，（1), (6), (8）から導かれる。
(9) I 一一 ＝ Yy 
n一l T耳7





n -l）が取得した利潤分配率（9）は，投資比率Y，労働者階級i( i =l，…， 
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(15) 1 >Sen > 0 
n-1 n-1 
s = .L: s Wiwi + .L:SciGi十ScnGn,
この伽両辺をYで除して変形すれば，貯蓄性向予は
s wn-1 日r. G n-1 （コ. G 






Gn 1 ( M nー 1 W; G I n-;,1 G; W; ¥) 




それらの変数がYを選ぴ，ここで（問において，政策変数としてSwi, Sci, Sen, 
(1カをSw；とSciでm偏微分すれば，
a（皇） ：~：_IB_ ( G ) y i=l w ¥ y J 、／く 0,






1 ＞♀＞ O 
n-i Wi G nー 1 （コ. n-1 (17) をおnで偏微分して， H ニ r-i~sw;w’ J = Y；~sc寸－ i..~s附ずとお
けば，
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a（争）-H-J三く~一一色誌をミ 0, H5,lのとき（符号同｝I頂） 。
となるから， Senの上昇につれて， Hくfのとき，利潤分配率聞は上昇し， H>
Jのとき，利潤分配率（1司は低下する。確かに，資本家階級i(i =1，…， n) 
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m n n 
Y = －~ Wi+ .E Vi+ .E Gci 
i=l i=l i=m+ 
G = V+Gc 
Yi= Wi+ Vi, 
Yi= Gci+ Vi, 
Vi －ー （Gci ¥ 
V "¥ Ge/ 
手＝b (-W-), 
m ~ i 主 1 
n ミ三 i 孟 m+l 
n孟 i孟m+l
m 主 i 詮 1 













所得， Gは利潤所得， Vは財産所得， Geは資本家階級全体が取得する利潤所得，
Yiは両階級iが取得する所得， Wは賃金所得， Sは総所得， Swiは労働者階級の
貯蓄性向， Sciは資本家階級の貯蓄性向， Iは総投資， αとbは係数である。
このヴォルトマンのn階級長期分配モデルは， 8個の変数wi,Vi, Gci, G, 
V, Ge, S, Wを決定する完結したモデルω～側である。 Y, Y;, I, Swi, Scz, 
α， bはすべてパラメーターであり， 一定である。
ωは国民所得が労働者階級i( i = l, . ' m）の賃金所得Wi, 資本家階級i
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S = _I_sw; W; (1 + b)+ I: Sc;Gc; (1 ＋α） 
=I z=m+I 
の両辺をYで除して変形すれば，貯蓄性向は
S W m Tif. Ge n G 







m 日r.f V¥ 
r-(l+b)l's 一一ι（1一一）
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? (3) B > 0 
となり，投資比率の上昇につれて，資本家階級全体の利潤分配率倒は上昇する。
m W; f V¥ ωを係数αで偏微分して，（l+b).J:s (1－－）をQとおけば，
i=l Wz耳アI YJ 
r ~ Qのとき
／／二＼a1τ 与i 噌 n .r-. '-
y I ＝一合 Z SerヲL（γ－Q）毛0,
au D i=m+I uc t、 （筒号同｝I慎）側
となり，係数αの増大につれて， YくQのとき，資本家階級全体の利潤分配率ω
は上昇し，逆にr>Qのとき，（32）は低下する。
Ge; f V¥ ωを係数bで偏微分して，（1＋α） i=f+1 scz-c;: ¥ 1－討をRとおけば，
a（判Y 1 m UT 











（引Y 1 n G > < d. ＝一一玄（1十α）}; f子L(r-Q）ニ 0y = Qのとき（符号同）I原） (37) 
Sci B ・ Ge く’〉















で，所得の大小を基準として社会階級iの中の労働者階級i( i = l, m), 
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